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2018 

川野名永 訪問看護師が捉える地域包括ケアシステムにおけるがん診療

連携に関する問題点と望ましい連携 
徳山理佐子 緩和ケア医が捉える地域包括ケアにおけるがん診療連携に関

する問題と望ましい連携 
河口侑華 地域包括ケアにおけるがん診療連携に関する問題点 —介護福

祉士・介護支援専門員の見解から— 
土井貴絵 救急医療領域において新卒看護師が感じる困難に適応するた

めの姿勢 
手束美穂 看護教員が考える発達障害またはその疑いのある学生が臨地

実習で抱える困難と支援 
湯本 叶実 高校生の臓器提供に関する意識調査 —属性および環境要因を

ふまえて— 
宇都宮 千尋 心不全患者の緩和ケア・エンドオブライフの実態 

2017 

山南 里紗 若年成人がん患者の緩和ケアにおける一般病棟の看護師が体

験する困難と看護の役割 
平 春佳 院内トリアージを行う看護師に求められる能力について 

北濱 生也 一般大学生の次救命処置認識に関する実態 
野村 倫子 救命救急センターでの脳死とされうる状態の患者とその家族

に対する看護実践の実態と困難 
大西 彩乃 がん診療連携拠点病院で治療を受けるがん患者の行政がん対

策に対するニーズ 
芦田 弥子 緩和ケア認定看護師のデスカンファレンス運営における困難

の実態調査 
森 理圭 看護師・介護士・大学生におけるエンディングノートの認知

度・意識に関する調査 

2016 

大橋 李好 一般人の鎮痛剤使用の実態と影響を与える要因 
柿原 久乃 乳がん患者の乳房再建術前後における気がかり 
酒井 渚 がんサバイバーの身体的影響の実態 

下江 花歩 
一般人の補助人工心臓(ventricular assist device :VAD)に関す

る認識の現状 
土橋 千咲 がん体験者の自己への思いやりと抑うつの関係 
野田 桃子 肝提供後の脂肪肝発症の有無に関連する要因について 
福井 美和 看護学生の緩和ケアという言葉の認識―講義前後の比較― 

諸岡 杏弥 
化学療法を受ける生殖年齢にあるがん患者の妊孕性の問題に

対して看護師が抱く困難の実態 

2015 

井田 真規子 
パクリタキセルによる術前化学療法を受ける乳がん患者が末

梢神経障害による苦痛や困難に対しコーピングを確立してい

くプロセス 

大西 里紗 
外来化学療法を受ける患者のセルフケア能力を初回化学療法

時にどのように アセスメントするか 
門田 菜央 臨地実習を終えた看護学生が語る「自身の看護観」について 
檜山 愛美 終末期における女性がん患者の配偶者の困難とその支援―文



献検討を通して ― 

古屋 葵 
新卒看護師が感じる看護基礎教育と看護実践現場とのギャッ

プおよび学生時にできること 
山中 美咲 患者のがん告知後の精神症状への看護のあり方 

2014 
石田 詩穂 

在宅での認知症介護に関する介護職の負担の実際についての

文献研究 
澁野 友里 生体肝移植後のレシピエントが抱える思いの特徴 
藤田 安沙貴 手術看護認定看護師の考える手術看護のやりがいについて 

2013 

久保田 美鈴 
予後告知されていない終末期がん患者とその家族をケアする

看護師の思い 

佐久間 理子 
脳死下において臓器提供を意思表示している人が意思表示す

るに至った体験 
志田 瑶 救急看護認定看護師の理想と実際の差異について 

高志 慈祥 
緩和ケア病棟の看護師による終末期がん患者の心理的苦痛の

把握と援助の実際 
谷川 裕美 周手術期看護実習における看護学生の退院指導の実態 
米倉 夏実 看護師が捉える脳血管障害患者の心理とその援助について 

2012 

池水 美穂 
 

がん患者に対する緩和ケアの適切な紹介時期に関する文献研

究 
吉良 沙織 救急領域で働く看護師の適性について 

田崎 詠子 
乳がん患者の術式選択に関する心理的変化についての事例検

討 

田村 昇子 
臓器移植における家族間の意思表示共有の程度とその関連要

因について 

松本 恵 
乳がん患者のパクリタキセルによる末梢神経障害の症状体験

とその対処法 
森本 杏菜 終末期がん患者におけるスピリチュアルペインの概念分析 

吉田 祐子 
看護系の女子大生の子宮頸がん予防に関する知識と予防のた

めの行動の実際に関する研究 

米田 侑加 
化学療法中の進行胃がん患者に対するマッサージによる看護

介入～関係性の変化に着目した事例研究～ 

2011 

今北 みなみ 
乳がん治療経験者と医療者のコミュニケーションにおけるユ

ーモアの実際 －看護師とのコミュニケーション― 

神渡 明日香 
4 年制大学看護学生の就職先選択の決定因となる情報と満足

感 

高塚 真理子 
乳がん治療経験者と医療者のコミュニケーションにおけるユ

ーモアの実際 ―主治医とのコミュニケーション― 

辰巳 遥 
がん疼痛緩和のために使用する医療用麻薬に対する患者の認

識と心情の変化に関する調査 
中屋敷 美沙 臨地実習における看護学生の闘病記使用とその効果 

松本 大樹 
強度変調放射線治療（IMRT)中の前立腺がん患者の症状体験

と対処法 
森谷 真帆 術後疼痛に対する鎮痛剤使用における看護師の困難 

2010 亀 晃加 新卒看護師が職場で働く中で辛いと感じる経験 



鈴木 裕史 
就職後 2～3 年目の看護師が考える患者の急変時に必要とさ

れる看護に関する研究 

竹井 友理 
頭頸部放射線療法による晩期有害事象の唾液分泌低下がみら

れる患者の日常生活における問題と対処行動 

舟津 勇己 
苦痛緩和のための鎮静に関する緩和ケア認定看護師の負担の

調査 
間城 絵里奈 

 
乳がん治療に伴う患者の認知機能の様子と生活への影響に関

する調査 

山本 瀬奈 
外来化学療法中の乳がん患者の認知機能障害の様子と生活へ

の影響に関する調査 
2009 太田 祐理花 大学生の一次救命処置に対する自信と技術の関連・維持 

 


